
２０１７年公開セミナー第２回報告 

 

公開セミナー第２回が８月２９日円覚寺宗務本所で開催され無事終了した。 

会場準備、当日の対応に多くの会員の協力を戴いている。 

以下参加者のアンケ―トを纏め報告とする。 

 

アンケート集計（2017年 8月 29日公開セミナー：回答数 40） 

１． 参加出席者   ９８名 

 内訳 メイル申し込み    ４３名            

    ハガキ申し込み   ６名         

      前回予約  １７名      

淡青会関係者      １８名      

 予約なし参加 １４名  

     メールでの申し込み者の当日参加率は８６％であるが会場での次回参加申し込み者 

   の当日参加率は４０％と極めて悪い。今後会場準備の際参加者予想に注意が必要  

である。  

２．このセミナーについて 

① どのように知ったか 

・広報誌 4 名 （萌 2 名、広報かまくら 2 名） 

・広報チラシ 10 名 

・メイル 8 名   ・友人 知人 7 名 

・前回に引き続き 15 名 

    本年度はチラシ配布を昨年度より倍増させた効果が出ていると考えられる。 

② 参加回数 

初めて 7名 ２～5回 16名 ６～１０回 3名  10回以上 11名 

初参加の方が１０％近くいてまだ本セミナーの潜在参加者が多いと考えられる。 

３．住所・年代 

〈住所〉 

鎌倉 7名 逗子・葉山 3名 横浜 1４名 藤沢 １名 茅ヶ崎・平塚 1名 

東京 2名  他 3名 

〈年代〉 ５０歳以下 0名  60歳代 8名  70歳代 14名 ８０歳代 2名 

 ほぼ想定の回答であるが回答数が少ない為５回分を積算の上参加者プロファイル 

 を深堀してみる。 

 

４．ご意見 (答えた人 32 人) 

１）分かりやすく、楽しく聞いた（丁寧な説明が良かった；紙の 2000 年堪能した；ぼ



ろが紙の原料になるのは初耳；紙を作る人類の労力に感心した；特に後半が良かった；

紙を巡る日本と西欧の文明・文化比較が面白かった。  

２）勉強になった（紙の歴史、技術、文化が学べた；含蓄のある内容だった；紙製造

史と印刷技術史が平行して発展したことが分かった；紙の歴史を統計的、時系列的に

学べた。 

３）考えさせられた（紙の再利用について子供に伝承が必要；紙を大切にしなければ

と思った；今後の情報デジタルと紙の関係が興味深い；紙の次世代はディスプライだ

と思った。   

４）要望、希望（パワーポイントの図を全部貰いたかった；部分的に（特に化学記号

が）難しかった；技術的部分が多かったが、文化史的部分を入れて欲しかった；講演

後に懇談会を企画して欲しい；将来の紙の仕様について議論して欲しかった。 

 

５． 要望事項 (答えた者 15 人) 

１）特になし・満足（問題なし；次回もよろしく；対応に感謝；会場に満足；今後も

続くことを希望；優れた講演に感動：全てに満足。   

２）具体的要望（椅子と長テーブルと両方欲しい；スクリーンを高くして欲しい；質

問できるようにメイルアドレスを公開して欲しい；境内で会場までの道に迷った；メ

イルで申し込もうとしたが出来なかった。 

３）今後期待するセミナー（ 高温超伝導の最近の状況；マルチバース（多次元宇宙）

の解説；生命科学（iPS 細胞など）の最新情報；政治・経済の生々しい話；鎌倉の禅

文化；禅と健康：人工知能の将来；コンピューターと人間；世界遺産と鎌倉；安全保

障問題。 

以上 

         


